
活動団体名︓(公財) うんなんコミュニティ財団
活動地域 ︓島根県雲南市

活動におけるテーマ・キャッチコピー
誰もが参加できる地域資源循環のまちづくり

令和3年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ✓
昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き今年度事業
化に取組む



・2020年4月設立、9月に公益財団法人化

◎目的

- 地域資源（人・もの・資金・情報
等）循環の基盤となる

- それにより誰もが地域課題や価値創
造に関わることができ、公益を担い
合い時速可能な地域づくりに寄与す
る

◎主な事業

・地域密着型クラウドファンディング

・基金の設置・運営

今年度は市内NPO法人の冠基金

（森林活用を目的とした基金）を設置

・地域課題共有の場づくり

2020〜2023
・休眠預金等活用事業
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活動団体紹介

https://www.unnan-cf.org/

・平成16年に6町村の合併で誕生
・人口：約3万7千人
・高齢化率：39.71%

◎地域資源
・人、コミュニティ

地域自主組織をはじめとした、地域課題解
決人材・担い手人材の育成

・森林：市の面積の80%を占める
2013〜
森林バイオマスエネルギー事業
- 市民参加型収集運搬システム
- 地域通貨「里山券」発行

・ごみの削減など
2020〜
次期焼却炉新設準備の開始
令和13年度を最終年度（施設完成年度）

として次期可燃ごみ処理施設の整備を行う

島根県雲南市 うんなんコミュニティ財団
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現時点での地域版マンダラ
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ありたい地域の未来を実現するために何をするか

ありたい地域の未来

誰もが参加できる地域資源循環のまちづくり

ありたい地域の未来を達成するために、中長期的に見て必要な取組や仕組みは何か

(1) 事業者と市民の両者で進める事業モデル
‐ 雲南型サーキュラーエコノミーモデルの事業化

地域内で生産から消費、そして再利用までをデザインできる代替モデルの構築
例）地域内事業者や企業チャレンジで参画している企業等によるリユース容器の循環・資材の切
り替え、地域単位での生ごみ処理による発電など新規事業開発をチャレンジ

- 雲南の強みの社会インフラと環境資本の掛け算モデル創出
例）地域自主組織や訪問サービス等と連携し個人のニーズに応えながら買い物支援や個包装の削
減等を同時に行う

(1) 取り組みに対する参加のハードルを下げる

今年度取り組みたい事業のタネや取組み（本事業でチャレンジしたい事）

(1) 市内団体・事業者の取組支援
‐ ワークショップや学習会の開催、アドバイザーとの繋ぎ等

実施者：市民農園主催者、廃校活用団体、居場所作り実施者、地域自主組織、学生 等
実施者の取組内容：コンポスト設置、リユース市の実施、市内エコショップの可視化 等

(1) ローカルマニフェストを活用した対話機会の創出
‐ 未来の雲南について考える機会をつくる
‐ 行政と連携した「市民環境会議」の開催（コロナのため小規模）



市民
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⽬指す″地域プラットフォーム“のイメージ

‐ 学び合いや参加しやすいコミュニティ・取組づくり
‐ 市内事業者との連携
‐ 行政関係者（担当課・事務組合環境事業部）との連携

より強化したい地域プラットフォームの機能

2020年4月頃の地域プラットフォームの状況 2021年6月現在の地域プラットフォームの状況
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4⽉ 5⽉ ６⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ 2⽉ 3⽉

事業全体の予定

ローカルマニフェ
スト

ワークショップ
（対話機会創出）

◆ ◆

市内取組団体の
アクション⽀援 ◆ ◆ ◆ ◆

地域⾃主組織と
連携した
学習会等

市⺠環境会議
（官⺠連携） ◆

協定締結（活動予算執⾏開始）
◆キックオフミーティング ◆成果報告会現地意⾒交換会

◆中間報告書提出期限 ◆活動団体成果報告書提出

◆中間報告会

年間スケジュール（参考資料）

夏休み学習会 取組の継続支援


